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ま
ず
は
下
の
画
像
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。こ
れ
は「
Ｓ

ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｄ
ｉ
ｆ
ｆ

ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
（
ス
テ
ー
ブ

ル
・
デ
ィ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
）」
と
い
う
Ａ
Ｉ

を
使
い
、
小
誌
記
者
が
制
作
し
た
も
の
だ
。

同
Ａ
Ｉ
に
英
語
で
「
新
幹
線
車
内
か
ら
見
た

富
士
山
の
景
色
」
と
入
力
し
、
何
度
か
出
力

を
繰
り
返
し
た
。
大
き
な
窓
や
車
体
カ
ラ
ー

な
ど
新
幹
線
ら
し
か
ら
ぬ
部
分
も
あ
る
が
、

キ
ー
ワ
ー
ド
を
増
や
し
た
り
す
れ
ば
望
む
イ

メ
ー
ジ
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
彩

画
風
な
ど
、
作
風
も
指
定
可
能
だ
。

　

２
０
２
２
年
夏
、
こ
の
ス
テ
ー
ブ
ル
・
デ

ィ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
や
「
Ｍ
ｉ
ｄ
ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ

ｅ
ｙ
（
ミ
ッ
ド
ジ
ャ
ー
ニ
ー
）」
な
ど
、
キ

ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
れ
ば
そ
れ
に
沿
っ
た
画

像
を
出
力
す
る
「
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
」
が
、
相

次
い
で
一
般
向
け
に
公
開
さ
れ
た
。
米
ブ
ル

ー
ム
バ
ー
グ
通
信
に
よ
れ
ば
、
22
年
10
月
時

点
で
の
ス
テ
ー
ブ
ル
・
デ
ィ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

の
１
日
あ
た
り
の
利
用
者
数
は
１
０
０
０
万

人
に
上
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
は
研
究
開
発

用
途
に
限
ら
れ
、
一
般
公
開
は
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
だ
が
こ
れ
ら
は
一
般
人
が
使
用
可

能
な
こ
と
に
加
え
、
ス
テ
ー
ブ
ル
・
デ
ィ
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
至
っ
て
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

画像生成AIに高品質な画像を出
力させるためのキーワードは「呪
文」と呼ばれている

WEDGE  REPORT

「賢すぎるAI」の大競争時代
日本よ、取り残されるな
2022年、誰もが手軽に、AIに絵を描かせることができる時代が訪れた。
一面的に捉えてはならない。この変化は産業界、そして社会全体にすら影響を及ぼす。

文・編集部（木寅雄斗）

化
さ
れ
、
こ
れ
を
組
み
込
ん
だ
派
生
サ
ー
ビ

ス
も
数
多
く
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。「
画

像
生
成
Ａ
Ｉ
元
年
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
状
況

だ
。
研
究
開
発
に
特
化
し
た
オ
ム
ロ
ン
の
子

会
社
「
オ
ム
ロ
ン
サ
イ
ニ
ッ
ク
エ
ッ
ク
ス
」

（
東
京
都
文
京
区
）
の
牛
久
祥
孝
研
究
員
は
、

現
在
の
状
況
を
「
絵
画
し
か
な
か
っ
た
19
世

紀
に
写
真
が
発
明
さ
れ
た
こ
と
に
匹
敵
す
る

革
命
だ
」
と
表
現
す
る
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
付

き
合
い
方
を
問
わ
れ
る
事
態
も
生
じ
て
い

る
。
22
年
８
月
に
米
国
で
行
わ
れ
た
美
術
品

評
会
で
は
、
ミ
ッ
ド
ジ
ャ
ー
ニ
ー
が
出
力
し

た
画
像
を
手
直
し
し
た
絵
画
が
１
位
を
獲
得

し
議
論
を
呼
ん
だ
。
９
月
に
静
岡
県
が
台
風

15
号
に
よ
る
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
は
、
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ENERGY
０
２
２
年
２
月
に
始
ま
っ

た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
は
、
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
大
き
な

構
造
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
中
で
も
、
天
然

ガ
ス
の
約
４
割
を
ロ
シ
ア
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
を
通
じ
て
輸
入
し
て
き
た
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
経
済
制
裁
へ
の
報
復

と
み
ら
れ
る
一
部
供
給
停
止
措
置
を
受
け
て

お
り
、
代
替
先
の
確
保
を
急
い
で
い
る
。

　

第
一
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ル
ー
ト
の
再
編
で

あ
る
。
た
と
え
ば
イ
タ
リ
ア
は
４
月
、
北
ア

フ
リ
カ
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
天
然
ガ
ス
供

給
拡
大
に
つ
い
て
合
意
を
取
り
付
け
た
。

　

第
二
に
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
へ
の

切
り
替
え
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
は
、

３
月
に
中
東
の
カ
タ
ー
ル
と
Ｌ
Ｎ
Ｇ
長
期
契

約
に
つ
い
て
暫
定
合
意
、
９
月
に
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
と
合
意
し
た
。
足
元
で
は
米
国
か

2 WEDGE

OPINION

原
発
の
運
転
延
長
だ
け
で
は
、日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
課
題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

革
新
炉
開
発
・
新
増
設
を
同
時
に
進
め
、産
業
競
争
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
、安
定
供
給
の
要
諦
だ
。

原
発
の
運
転
延
長
を
前
提
に

新
増
設
へ
の
制
度
設
計
を
急
げ

遠藤典子
Noriko Endo

慶應義塾大学グローバルリサーチ 
インスティテュート 特任教授

佐々木経世
Keishin Sasaki

イーソリューションズ
代表取締役社長

ら
の
輸
入
を
急
拡
大
し
た
結
果
、
Ｅ
Ｕ
に
お

け
る
22
年
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
量
は
、
前
年
１
位

だ
っ
た
中
国
、
２
位
の
日
本
を
上
回
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。
仮
に
ロ
シ
ア
産
ガ
ス
を
全

て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
で
賄
う
場
合
、
世
界
で
流
通
す
る

総
量
の
３
分
の
１
程
度
を
奪
う
必
要
が
あ
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
が
原
子
力
発
電
所
の
運
転
延
長
で
あ

る
。原
発
廃
止
を
表
明
し
て
い
た
ド
イ
ツ
は
、

22
年
末
に
廃
止
予
定
の
３
基
の
う
ち
２
基
に

つ
い
て
稼
働
で
き
る
状
態
を
23
年
４
月
中
旬

ま
で
保
つ
と
改
め
た
。
同
じ
く
脱
原
発
を
唱

え
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
も
、
25
年
に
閉
鎖
予
定

だ
っ
た
２
基
に
つ
い
て
、
10
年
間
の
運
転
延

長
を
決
め
た
。

　

一
般
家
庭
へ
の
配
給
不
足
す
ら
想
定
さ
れ

た
こ
の
冬
の
深
刻
な
天
然
ガ
ス
不
足
は
、
各

国
が
在
庫
を
積
み
増
し
し
た
結
果
、
ど
う
に

か
克
服
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
実
際
、
８

新潟県にある柏崎刈羽原子力発電所ではすべての原子炉が運転を停止した状況が続いている

K
YO

D
O N

EW
S /G

ET
T

YIM
A

G
ES
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PART 1   農業の価値再考

農業が持つ本質的な価値はもっと高められる。
ベトナムで〝次の農業〟の土台づくりを行う先駆者たちを取材した。

前例がなければつくればいい
ベトナム発〝次の農業〟

文・写真 編集部（鈴木賢太郎）

ベトナム南部の高原地帯に位置するラ
ムドン省にあるテンシンファーム。日
本の農村のような風景が広がるこのエ
リアで〝次の農業〟の種が蒔かれている
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に
位
置
す
る
ダ
ラ
ッ
ト
空
港
に
降
り
立
つ

と
、
冷
涼
な
風
が
ベ
ト
ナ
ム
南
部
特
有
の
蒸

し
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

ラ
ム
ド
ン
省
の
省
都
・
ダ
ラ
ッ
ト
は
、
20

世
紀
初
頭
、
フ
ラ
ン
ス
統
治
時
代
に
開
発
さ

れ
た
リ
ゾ
ー
ト
地
で
も
あ
る
。
生
鮮
市
場
に

は
、
日
本
で
は
目
に
で
き
な
い
色
鮮
や
か
な

野
菜
や
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
所
狭
し
と

並
び
、
ベ
ト
ナ
ム
全
土
へ
の
高
原
野
菜
の
供

給
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。
街
の
中
心

ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
都
市
ホ
ー

チ
ミ
ン
か
ら
飛
行
機
に
乗

る
こ
と
約
50
分
。
標
高
約

１
０
０
０
㍍
の
高
原
地
帯



30

し
て
知
ら
れ
る
。
故
・
金
子
美
登
さ
ん
と
い

う
一
人
の
農
家
が
１
９
７
０
年
代
に
始
め
、

徐
々
に
仲
間
を
増
や
し
、
今
で
は
町
ぐ
る
み

で
有
機
農
業
の
活
性
化
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
。

　

小
川
町
駅
か
ら
歩
い
て
５
分
ほ
ど
の
場
所

に
あ
る
、
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「atelico

（
ア
テ
リ
コ
）」。
在
英
日
本
大
使
館
で
料
理

長
を
務
め
た
経
験
を
持
つ
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

の
新
島
貴
行
さ
ん
も
、
有
機
農
業
の
町
の
魅

力
に
ひ
か
れ
て
２
０
２
１
年
９
月
に
レ
ス
ト

ラ
ン
を
開
い
た
。
地
元
有
機
農
家
の
野
菜
を

使
用
す
る
ほ
か
、
地
元
特
産
の
和
紙
の
イ
ン

テ
リ
ア
な
ど
地
域
産
に
こ
だ
わ
る
。

　

ラ
ン
チ
の「
里
山
フ
レ
ン
チ
コ
ー
ス
」（
２

８
６
０
円
・
税
込
み
、
取
材
時
）
に
も
ふ
ん

だ
ん
に
地
元
有
機
農
家
の
野
菜
が
使
わ
れ
て

い
た
。メ
イ
ン
の
埼
玉
県
産
豚
ソ
テ
ー
に
は
、

東
京
・
池
袋
か
ら
東
武
東
上

線
で
60
分
余
り
の
場
所
に

あ
る
埼
玉
県
比
企
郡
小
川

町
は
、
有
機
農
業
の
町
と

根
野
菜
が
美
し
く
添
え
ら
れ
て
い
る
。「
風

の
丘
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
の
根
野
菜
は
、
味
が
強

い
の
が
特
徴
で
す
」
と
、
新
島
さ
ん
が
話
す

よ
う
に
、
メ
イ
ン
の
肉
に
も
負
け
な
い
旨
味

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ア
テ
リ
コ
に
野
菜
を
供
給
す
る
「
風
の
丘

フ
ァ
ー
ム
」。
１
９
８
４
年
に
田
下
隆
一
さ

ん
が
始
め
た
。
東
京
出
身
の
田
下
さ
ん
は
20

代
の
頃
、「
も
の
づ
く
り
を
し
て
み
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
会
社
勤
め
を
辞
め
、
金
子

さ
ん
に
弟
子
入
り
し
、
１
年
の
修
業
を
経
て

就
農
し
た
。
弟
子
入
り
当
時
、
田
下
さ
ん
が

２
人
目
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
金
子
さ
ん
の
も

と
で
学
ん
だ
弟
子
は
１
０
０
人
を
超
す
と
い

う
。「
金
子
さ
ん
に
教
わ
っ
た
の
は
、
つ
く

る
も
の
を
循
環
さ
せ
て
廃
棄
物
を
出
さ
な
い

こ
と
で
す
」
と
、
田
下
さ
ん
。

　

風
の
丘
フ
ァ
ー
ム
は
、
露
地
野
菜
を
年
間

80
種
類
以
上
生
産
す
る
。「
イ
タ
リ
ア
ン
、

フ
レ
ン
チ
な
ど
、
野
菜
に
あ
ま
り
手
を
加
え

な
い
料
理
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
飲
食
店
で
使
用
す
る
際
は
、
形
の
良
し

悪
し
は
そ
れ
ほ
ど
関
係
あ
り
ま
せ
ん
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
顔
の
見
え

る
関
係
に
な
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
野
菜

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」。

　

小
川
町
で
は
、
出
荷
金
額
で
約
20
％
、
耕

埼玉県比企郡小川町にある風の丘ファーム
の畑で育てられた根野菜

PART 2   有機農業

世界的に拡大を続ける有機農産物市場。一方で日本の市場はまだまだ小さい。
日本の有機農業の現場を訪ねた。

拡大し続ける世界市場
有機農業の黎明期に立つ日本

文・写真 編集部（友森敏雄）
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と
「
小
さ
な
畑
」
と
題
す
る
１
枚
の
便
り
。

生
産
者
た
ち
が
つ
く
る
農
場
の
ま
か
な
い
飯

か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
お
す
す
め
の
レ
シ
ピ

に
な
ら
っ
て
調
理
す
れ
ば
、
お
い
し
さ
と
と

も
に
生
産
者
の
顔
が
思
い
浮
か
ぶ
。

　

そ
の
顔
の
主
は
、
長
野
県
佐
久
穂
町
の
生

産
者
「
の
ら
く
ら
農
場
」
代
表
・
萩
原
紀
行

さ
ん
。
日
本
有
機
農
業
普
及
協
会
が
主
催
す

る
「
栄
養
価
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
数
々
の
最
優

秀
賞
を
受
賞
す
る
彼
の
野
菜
は
、
選
び
抜
か

れ
た
品
揃
え
で
人
気
の
食
料
品
店
や
お
い
し

さ
で
評
判
の
料
理
店
か
ら
引
っ
張
り
だ
こ
と

な
っ
て
い
る
。

　

堆
肥
や
牡
蠣
殻
、
鉱
物
由
来
の
ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
20
種
類
を
超
え
る
肥
料
を
用
い
て
、
畑

ご
と
、野
菜
ご
と
に
土
壌
を
最
適
に「
設
計
」。

成
長
途
中
で
は
、
葉
の
艶
、
厚
さ
、
つ
る
の

角
度
、
色
、
実
の
成
り
具
合
な
ど
を
よ
く
観

察
し
て
「
生
育
診
断
」。
こ
れ
ら
２
つ
の
栽

培
理
念
を
萩
原
さ
ん
は
「
西
洋
医
学
的
＋
東

洋
医
学
的
」
と
表
現
す
る
。

　

作
付
け
地
は
八
ケ
岳
北
側
の
標
高
１
０
０

０
㍍
の
高
原
地
帯
。
冬
に
は
全
て
が
凍
り
つ

く
た
め
露
地
栽
培
が
で
き
な
い
が
、
有
機
野

菜
を
原
料
と
し
た
漬
物
や
レ
ト
ル
ト
ス
ー
プ

な
ど
、
合
成
添
加
物
に
頼
ら
な
い
農
作
物
本

来
の
味
を
生
か
し
た
加
工
品
を
製
造
す
る
こ

と
で
付
加
価
値
を
高
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
紙
幅
を
割
い
て
、
の
ら
く
ら
農

場
を
紹
介
す
る
に
は
理
由
が
あ
る
。
残
念
な

が
ら
、
彼
の
よ
う
に
自
ら
農
作
物
の
付
加
価

値
を
高
め
、
小
売
業
者
や
生
活
者
に
直
接
販

売
で
き
る
生
産
者
は
多
く
は
な
い
か
ら
だ
。

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
国
産
青
果
物
は
約
80

％
が
卸
売
市
場
を
経
由
し
て
お
り
、
い
く
ら

生
産
者
が
こ
だ
わ
っ
た
野
菜
を
つ
く
っ
て

も
、
そ
の
価
値
は
流
通
過
程
で
埋
没
し
て
し

ま
い
が
ち
だ
（
次
頁
図
）。

　

ま
た
、生
産
者
自
ら
が
食
品
加
工
、流
通
・

販
売
を
総
合
的
に
行
う
６
次
化
商
品
も
、
取

り
組
ま
れ
た
数
に
比
し
て
成
功
例
は
少
な

い
。
多
く
が
価
格
、
品
質
、
容
量
、
デ
ザ
イ

ン
に
生
活
者
視
点
を
欠
き
、
か
つ
独
自
性
に

乏
し
い
か
ら
だ
。

　

農
作
物
の
付
加
価
値
は
、
生
産
者
と
生
活

者
を
知
り
尽
く
し
た
価
値
伝
達
者
こ
そ
が
高

め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
両
者
の
間
に
立
つ
存
在

で
あ
り
、
両
者
の
役
に
立
つ
こ
と
を
使
命
と

毎
週
末
、
楽
し
み
に
し
て
い

る
宅
配
便
が
あ
る
。
段
ボ

ー
ル
箱
を
開
け
る
と
、
季

節
折
々
の
採
れ
た
て
野
菜

PART 5   小売業の役割

こだわりの農産物を生産しても、流通過程でその価値は埋没してしまう。
数々の現場を取材してきた筆者が説く小売業の使命とは。

「売れればいい」から脱し
小売業は〝価値伝達業〟たれ

文・笹井清範 Kiyonori Sasai　商い未来研究所 代表

青森県弘前市「せいの農園」の葉と
らずりんごを手にする福島屋の福島
徹さん（筆者撮影）

さ
さ
い
・
き
よ
の
り　

１
９
６
４
年
生
ま
れ
。

商
業
経
営
専
門
誌
『
商
業
界
』
で
現
場
取
材

を
重
ね
、
２
０
０
７
年
よ
り
編
集
長
。
幅
広

い
業
種
や
企
業
を
取
材
し
、
そ
の
数
は
25
年

間
で
4
0
0
0
社
を
超
え
る
。
2
0
2
0
年

に
商
い
未
来
研
究
所
を
設
立
。

KIYONORI SASAI
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世
界
は「
動
乱
の
時
代
」へ

２
０
２
３
年
、日
本
外
交
の
課
題

後
で
あ
っ
て
も
中
国
を
「
国
際
秩
序
を
再
構

築
す
る
意
図
と
能
力
を
持
つ
唯
一
の
競
争
相

手
」
と
し
、
イ
ン
ド
太
平
洋
を
最
重
要
視
す

る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
は
、
も
は
や
日
本
も
受
け
身
で

は
い
ら
れ
な
い
。
23
年
は
日
本
外
交
の
真
価

が
問
わ
れ
る
年
と
な
る
だ
ろ
う
。
中
間
選
挙

を
経
て
「
ね
じ
れ
」
状
態
と
な
っ
た
米
国
と

の
同
盟
の
行
方
は
ど
う
な
る
の
か
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
時
に
ロ
シ
ア
を
擁
護
す
る
姿
勢
を

見
せ
、
日
本
を
困
惑
さ
せ
た
イ
ン
ド
と
は
ど

う
付
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
米
国
は

手
を
引
き
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
多
く
を
依
存
す
る
中
東
と
、

日
本
は
ど
う
接
す
る
べ
き
な
の
か
│
。

　

そ
れ
ら
は
必
然
的
に
、
日
本
に
と
っ
て
も

最
大
の
脅
威
で
あ
る
中
国
を
い
か
に
抑
止

し
、
自
国
の
安
全
を
守
る
の
か
と
い
う
一
点

に
集
約
さ
れ
る
。
23
年
の
日
本
外
交
の
課
題

は
何
か
、
考
察
し
た
。

０
２
２
年
は
動
乱
の
年
と

な
っ
た
。
２
月
に
は
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
始
ま
り
、
国
家
間
の

全
面
戦
争
と
い
う
悪
夢
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
。
戦
争
に
伴
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
安

全
保
障
が
世
界
的
に
脅
か
さ
れ
、
影
響
が
収

束
す
る
見
通
し
は
立
ち
そ
う
に
な
い
。

　

８
月
に
は
中
国
軍
が
台
湾
近
海
で
軍
事
演

習
を
実
施
し
、「
第
４
次
台
湾
海
峡
危
機
」

が
勃
発
し
た
。
偶
発
的
な
衝
突
が
起
こ
る
可

能
性
が
増
し
、
緊
張
感
は
高
ま
る
一
方
だ
。

ま
た
中
国
や
イ
ラ
ン
で
は
、
体
制
打
倒
を
も

訴
え
る
抗
議
運
動
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
は
、
来
た
る
23
年
に
そ

の
ま
ま
持
ち
越
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
動

乱
の
時
代
」
に
あ
っ
て
、
日
本
と
い
う
国
家

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
22
年
10
月
に

発
表
さ
れ
た
米
バ
イ
デ
ン
政
権
の
「
国
家
安

全
保
障
戦
略
」
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
勃
発

２
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多
数
派
を
失
っ
た
が
、
上
院
は
維
持
し
た
。

　

こ
の
た
め
バ
イ
デ
ン
氏
と
民
主
党
は
中
間

選
挙
を
終
え
て
新
た
な
活
力
と
楽
観
主
義
を

手
に
入
れ
た
。
実
際
、
12
月
６
日
の
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
の
上
院
選
決
選
投
票
で
勝
て
ば
、
上

院
で
１
議
席
増
や
す
可
能
性
さ
え
あ
る
（
編

集
部
注
：
12
月
７
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
上
院

選
決
選
投
票
で
民
主
党
の
現
職
候
補
の
当
選

確
実
が
報
じ
ら
れ
、
こ
れ
で
民
主
党
の
上
院

の
議
席
数
は
過
半
数
の
51
議
席
と
な
っ
た
）。

端
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
現
職
大
統
領
の
与

党
に
と
っ
て
過
去
20
年
間
で
最
も
良
い
中
間

選
挙
の
結
果
だ
。

　

さ
ら
に
、
共
和
党
は
驚
く
ほ
ど
の
僅
差
で

下
院
の
過
半
数
を
押
さ
え
た
だ
け
で
、
特
に

党
内
の
保
守
強
硬
派
「
フ
リ
ー
ダ
ム
・
コ
ー

カ
ス
（
自
由
議
連
）」
の
一
部
議
員
の
反
抗

的
な
性
質
を
考
え
る
と
、
共
和
党
指
導
部
は

難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

共
和
党
下
院
ト
ッ
プ
の
ケ
ビ
ン
・
マ
ッ
カ

ー
シ
ー
院
内
総
務
が
次
の
下
院
議
長
に
な
る

見
込
み
だ
が
、
議
論
を
呼
ぶ
多
様
な
争
点
に

つ
い
て
大
き
く
割
れ
た
党
を
運
営
す
る
の
が

難
し
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
存
在
も
、
共
和
党
の

公
職
者
を
結
束
さ
せ
る
努
力
に
影
を
落
と

す
。

　

一
見
す
る
と
、
選
挙
結
果
は
ト
ラ
ン
プ
氏

国
の
中
間
選
挙
で
与
党
・

民
主
党
が
連
邦
議
会
下
院

の
多
数
派
を
失
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
バ
イ
デ
ン

政
権
は
選
挙
で
の
勝
利
と
見
な
し
、
士
気
が

高
揚
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
長
期
的
な
影
響
は
依
然
、
不
透
明

だ
。
今
回
の
選
挙
は
米
国
の
外
交
政
策
を
ど

う
変
え
る
の
か
。
ま
た
、
選
挙
結
果
は
日
米

同
盟
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
の
か
。

　

米
国
の
中
間
選
挙
で
は
現
職
の
大
統
領
の

与
党
が
負
け
る
の
が
普
通
で
、
そ
れ
も
大
敗

を
喫
す
る
こ
と
が
多
い
。
大
統
領
が
不
人
気

だ
っ
た
り
、
経
済
が
不
振
だ
っ
た
り
す
る
時

に
は
、
特
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。
民
主
党
は

２
０
２
２
年
、
両
方
の
要
因
に
つ
い
て
心
配

し
て
い
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
支
持
率
は

２
桁
も
低
下
し
て
お
り
、
米
国
経
済
は
景
気

後
退
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ

の
状
況
は
民
主
党
が
上
下
両
院
で
過
半
数
を

奪
わ
れ
、
相
当
数
の
議
席
を
失
い
か
ね
な
い

こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
共
和
党
が
期
待
し
た
「
赤
い

波
」
は
起
き
な
か
っ
た
。
民
主
党
は
下
院
の

米

インド太平洋は米国にとっての
最重要地域であり、その中での
最重要同盟国が日本であること
は、政権によらず変わりない

    SPECIAL OPINION  PART 1 U.S.A.

米国政治は荒れ模様
それでも日米同盟は揺るがない

ザック・クーパー Zack Cooper

アメリカン・エンタープライズ研究所（AEI）上級研究員

米国家安全保障会議（NSC）テロ対策チーム、米国防総省筆頭国防副次
官特別補佐官などを経て現職。コンサルティング会社「アーミテージ・
インターナショナル」パートナー、米プリンストン大学講師も務める。

米中間選挙で、バイデン政権は予想外の善戦を見せた。
今後、米国の外交政策はどう変化するのだろうか。

起
き
な
か
っ
た「
赤
い
波
」

ト
ラ
ン
プ
氏
の
敗
北
か
？



未 来 の日本へ

国民的アーティストであり、3人の子を持つ母でもある。
出産、子育て、コロナ禍を経た椎名林檎が今、伝えたいこと。

文・河合香織　写真・中村 治

椎名林檎 
Ringo Sheena

音楽家として、母として 知的で優しい日本の皆様へ

第 3 回
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名
林
檎
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活

動
の
一
切
を
辞
め
て
い
た
時

期
が
あ
る
。
そ
れ
は
21
年
前

の
２
０
０
１
年
、
長
男
を
産

み
、
子
育
て
に
没
頭
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。

「
21
歳
で
子
ど
も
を
産
み
育
て
て
い
る
と
き

に
、
も
う
自
分
の
人
生
で
は
な
く
な
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
自
分
が
親
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

全
部
、
い
や
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
子

ど
も
に
残
し
た
い
と
。
で
も
な
か
な
か
そ
の
通

り
に
で
き
ず
、
焦
っ
て
い
た
。
当
時
は
仕
事
な

ん
て
金
輪
際
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

１
９
９
８
年
に『
幸
福
論
』
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、

翌
年
に
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
『
無
罪
モ
ラ

ト
リ
ア
ム
』
が
ミ
リ
オ
ン
ヒ
ッ
ト
、
２
０
０
０

年
の
『
勝
訴
ス
ト
リ
ッ
プ
』
は
２
５
０
万
枚
を

超
え
た
。
ス
タ
ー
ダ
ム
に
登
り
つ
め
た
途
端
、

な
ぜ
そ
の
地
位
を
捨
て
よ
う
と
思
っ
た
の
か
。

　

01
年
９
月
11
日
、
椎
名
は
授
乳
の
合
間
に
、

テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
を
見
て
い
た
と

い
う
。
そ
の
瞬
間
、
パ
ッ
と
画
面
が
切
り
替
わ

っ
て
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
が
倒
壊
す
る
映
像
を
目
に
し
た
。
恐
ろ

し
か
っ
た
。
同
時
に
彼
女
は
「
自
分
が
恐
怖
感

を
覚
え
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
や
っ
て
不
安
に

震
え
な
が
ら
頼
り
な
い
わ
が
子
を
抱
え
た
女
性

た
ち
が
全
世
界
に
い
る
ん
だ
」
と
思
っ
た
。

椎

「
そ
の
人
た
ち
に
同
調
し
、
そ
の
思
い
を
表
す

曲
を
書
い
て
、
密
か
に
ど
こ
か
へ
置
い
て
お
く

の
が
自
分
の
使
命
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
」

女
性
に
し
か
味
わ
え
な
い 

複
雑
な
喜
び
が
あ
る

　

女
性
た
ち
に
同
調
す
る
根
底
に
は
、
自
身
の

母
親
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
。
椎
名
は
「
私
は
先

天
性
食
道
閉
鎖
症
な
ど
を
伴
う
奇
形
で
生
ま
れ

た
」
と
語
る
。

　

病
気
が
す
ぐ
に
見
付
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
母
乳
も
ミ
ル
ク
も
何
も
消
化
で
き
ず
に
、

も
う
助
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
た
。
偶
然
そ
の
病

院
を
訪
れ
て
い
た
森
川
康
秀
医
師
が
原
因
を
突

き
止
め
、
２
日
に
及
ぶ
大
手
術
を
行
い
、
椎
名

の
命
を
つ
な
ぎ
と
め
た
。

「
母
は
病
気
だ
っ
た
私
を
育
て
る
の
に
、
容
赦

な
く
厳
し
か
っ
た
。
何
が
あ
っ
て
も
病
気
を
言

い
訳
に
せ
ず
強
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
し
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

　

椎
名
自
身
も
、
子
ど
も
を
産
み
、
自
分
も
同

じ
母
と
い
う
立
場
に
な
っ
た
時
、「
母
を
理
解

で
き
た
」
と
語
る
。

「
そ
の
瞬
間
に
、
世
界
中
の
女
性
、
老
い
も
若

き
も
、
自
分
の
母
と
重
な
っ
た
。
自
分
の
人
生

で
な
く
、
次
の
新
し
い
世
代
に
対
し
て
、
無
償

で
尽
く
し
て
し
ま
う
の
が
女
性
の
性さ

が

だ
と
思
い

知
っ
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
女
性
た
ち
へ
の
ケ
ア

は
誰
が
す
る
の
か
。
そ
の
こ
と
に
思
い
至
っ
た

と
き
、彼
女
た
ち
へ
の
愛
が
溢
れ
返
っ
て
き
た
」

　

そ
の
思
い
は
、
子
を
産
ん
で
い
よ
う
と
、
産

ん
で
い
ま
い
と
変
わ
ら
な
い
。

「
女
性
が
そ
う
い
う
生
き
も
の
な
ん
だ
と
思
っ

た
時
に
、
哀
れ
み
だ
っ
た
り
、
慈
し
み
だ
っ
た

り
、
愛
お
し
み
だ
っ
た
り
が
や
り
場
の
な
い
ほ

ど
湧
い
て
き
た
。
私
が
、
生
涯
を
通
し
て
関
わ

っ
て
ゆ
く
べ
き
、
表
現
し
て
ゆ
く
べ
き
対
象
だ

と
思
っ
た
ん
で
す
。
大
勢
す
ぎ
る
し
、
記
号
的

で
も
あ
る
し
、
一
人
ひ
と
り
考
え
も
違
う
。
け

れ
ど
も
、
全
て
の
女
性
性せ

い

が
、
自
分
に
無
償
の

愛
情
を
注
い
で
く
れ
た
母
と
重
な
っ
て
見
え
た

し
、
わ
が
子
と
も
重
な
っ
て
見
え
ま
し
た
」

　

自
分
の
人
生
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
。
か
と
い
っ
て
、
自
分
の
子
ど
も
の
も
の
だ

け
で
も
な
い
。
そ
の
複
雑
な
喜
び
は
、
女
性
に

し
か
味
わ
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
母
で
あ
る

か
ど
う
か
に
よ
ら
ず
、
女
性
だ
け
が
感
覚
的
に

知
っ
て
い
る
眩
し
さ
が
あ
る
ん
だ
と
感
じ
た
。

　

彼
女
は
す
べ
て
の
生
き
も
の
を
包
み
込
む
愛

情
の
不
思
議
な
感
覚
に
圧
倒
さ
れ
、最
後
に
は
、

音
楽
を
発
信
し
て
い
く
道
を
選
ん
だ
。

　

だ
が
、「
女
性
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
」
と

椎
名
が
発
信
す
る
と
「
味
方
を
し
て
く
れ
て
嬉

し
い
」
と
い
う
反
応
が
女
性
た
ち
か
ら
届
く
一

椎名林檎
Ringo Sheena

音楽家

1998年『幸福論』にてメジャーデビュー。
1stアルバム『無罪モラトリアム』、2nd
アルバム『勝訴ストリップ』は共にミリ
オンセラーを記録。2004年から12年ま
で「東京事変」の活動も並行（20年に
再始動を発表）。09年に芸術選奨新人賞
（大衆芸能部門）受賞。
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